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～令和３年６月・７月に審議した議案一覧～
【令和３年第２回吉田町議会定例会（会期：６月１日～１７日）】

議案番号 件　名 概　要

第36号 吉田町国民健康保険税条例の一
部を改正する条例の制定について

新型コロナウィルス感染症の影響により収入の減少が見
込まれる場合等における減免について

減免の対象となる保険税（料）について、納期限が令和
２年２月１日から令和３年３月31日までと定めたものを、
令和４年３月31日までに改める

第37号 吉田町介護保険条例の一部を改
正する条例の制定について

第38号 令和３年度吉田町一般会計補正
予算（第３号）について

歳入歳出予算の総額にそれぞれ2,403万円を追加し、歳
入歳出総額を112億8,726万円とする補正予算

第39号 令和３年度吉田町一般会計補正
予算（第４号）について

歳入歳出予算の総額にそれぞれ2,920万円を追加し、歳
入歳出総額を113億1,647万円とする補正予算

第40号 令和３年度防潮堤側道整備工事
請負契約の締結について

川尻工区における防潮堤の陸側に、延長1,040mの道路
を新たに築造するもの
契約の金額：8,679万円
契約の相手方：たむら建設株式会社

第41号
吉田町固定資産評価審査委員会
の委員の選任につき同意を求め
ることについて

６月３０日の任期満了に伴い、委員の再任を求める人事
案への同意

第３号
報告

令和２年度吉田町繰越明許費繰
越計算書（一般会計）について

令和３年第１回定例会（３月）にて定めた令和２年度吉田
町繰越明許費について、調製した繰越計算書に関する報
告� 詳細は次ページ

【令和３年第３回吉田町議会臨時会（会期：７月５日）】

議案番号 件　名 概　要

第42号 吉田町手数料条例等の一部を改
正する条例の制定について

国の法律が改正されたことに伴い、関係する条例につい
て一部改正を行うもの

第43号 令和３年度吉田町一般会計補正
予算（第５号）について

歳入歳出予算の総額にそれぞれ3,189万円を追加し、歳
入歳出総額を113億4,836万円とする補正予算
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繰越明許費
歳出予算の経費に上げたが、年度中にその支出を終わらない見込みのあるものについて、
翌年度に繰り越して使用することができる経費。

　令和２年度吉田町繰越明許費繰越計算書の主な内容　
（令和３年度への繰越総額：２億４,７９５万円）

治水対策推進事業費－道路冠水対策

情報伝達充実・強化事業費－防災行政無線（移動系）

橋梁維持補修費－中川原橋

商工振興事業費－プレミアム付商品券

防潮堤整備事業費－防潮堤（川尻）

　繰越明許費とするには議会の議決が必要で、令和２年度の繰越明許費（令和３年度に繰り越して使
用できる経費）については、令和２年第４回定例会（１２月）と令和３年第１回定例会（３月）に議決し
ています。
　また、繰越使用の措置をとった場合、町長は、翌年度の５月３１日までに繰越計算書を調製して、
次の議会の会議に報告しなければなりません。今回の報告はこの定めによる報告になります。

款 事業名 ３年度繰越額（万円） 事業概要

衛生費 地域医療対策事業費 ４，０００ 診療所等開設補助金

商工費 商工業振興費 ５，５００ プレミアム付商品券
発行事業に対する補助金

土木費

防潮堤整備事業費 ４，２４７ 川尻区側道整備

橋梁維持補修費 ５，２２５ 中川原橋など補修費

治水対策推進事業費 １，５１４ 川尻地内道路冠水対策

消防費 情報伝達充実・強化事業費 ２, ５５８ 防災行政無線デジタル化整備
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一般会計補正予算ほかを
全会一致で可決

　
第
２
回
定
例
会
が
６
月
１
日
か
ら
17
日
ま
で
の
会

期
で
開
催
さ
れ
、
条
例
の
一
部
改
正
２
件
、
補
正
予

算
２
件
、
契
約
の
締
結
１
件
、
人
事
案
件
１
件
の
計

６
議
案
を
審
議
し
、
全
会
一
致
で
可
決
、
同
意
し
た
。

　
ま
た
、
法
令
に
基
づ
く
報
告
が
１
件
あ
っ
た
。

令和3年第2回定例会

 一般会計補正予算（第3号）の主な内容 

款・項 金額と主な事業の説明
歳入 国・県支出金など 歳入・歳出ともに 2,403 万円を追加

歳出

総務費
民生費
衛生費
商工費
消防費

・コミュニティ施設改修助成事業交付金
・児童福祉サービス等対応職員慰労金の増額
・リモコン式草刈り機等の備品購入
・しらすのまどぐち売店冷蔵庫等の備品購入
・水防施設コンテナ型独立電源の整備

定例会日程
【本会議】1・8・14・15・17日　議案審議 /一般質問
【全員協議会】	 3 日・9日・15日
【総務文教常任委員会】	 4 日・11日
【産業建設常任委員会】	 7 日・15日
【議会運営委員会】	 10 日・16日

 

歳
　
　
入

問

今
回
の
歳
入
予
算
の
多

く
を
占
め
る
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
。

町
と
し
て
は
、
今
後
の
交

付
金
の
活
用
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答

臨
時
交
付
金
の
目
的
は

「
感
染
拡
大
の
防
止
と
と

も
に
、影
響
を
受
け
て
い
る

地
方
経
済
や
住
民
生
活
を

支
援
し
地
方
の
創
生
を
図

る
」と
あ
る
。

　
　

当
町
に
お
い
て
は
当
初
、

感
染
拡
大
の
防
止
の
た
め
、

衛
生
面
へ
の
対
応
、そ
の

後
、雇
用
対
策
や
経
済
活

動
の
回
復
な
ど
、種
々
の
も

の
に
対
応
し
た
。

　
　

今
後
も
感
染
の
状
況
を

踏
ま
え
、拡
大
防
止
に
も

対
応
し
つ
つ
、経
済
活
動
の

回
復
、活
性
化
を
主
と
し

て
、ま
た
、地
方
創
生
を
目

指
す
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

な
ど
も
併
せ
て
、交
付
金

を
有
効
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

臨
時
交
付
金
活
用
に
よ

る
物
品
購
入
に
お
い
て
、

地
域
経
済
活
動
の
回
復
や

活
性
化
と
い
う
意
味
で

は
、
町
内
の
業
者
か
ら
主

に
購
入
し
て
い
く
と
い
う

考
え
は
あ
る
か
。

答

町
の
経
済
活
性
化
に
つ
い

て
は
、当
然
念
頭
に
あ
る
。

　
　

備
品
に
よ
っ
て
は
町
内

で
調
達
で
き
な
い
も
の
も

あ
る
が
、調
達
に
よ
っ
て
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋

が
る
な
ど
、金
銭
的
で
は
な

い
利
益
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

町
内
業
者
に
は
プ
レ
ミ

ア
ム
付
商
品
券
事
業
な
ど

を
展
開
し
つ
つ
、商
工
会
と

も
連
携
を
図
っ
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

歳
　
　
出

衛
生
費

問

大
型
の
リ
モ
コ
ン
式
草

刈
り
機
購
入
の
主
目
的
と

期
待
効
果
は
。

答

国
の
臨
時
交
付
金
の
一
部

を
地
域
環
境
整
備
対
策
と

し
て
活
用
し
た
い
。

　
　

吉
田
漁
港
多
目
的
広
場

や
吉
田
公
園
西
側
町
有
地

な
ど
処
理
面
積
の
広
い
場

所
で
の
作
業
効
率
や
斜
面

作
業
で
の
安
全
性
の
大
幅

な
向
上
が
期
待
で
き
る
。

問

今
回
購
入
し
た
機
械
を
、

自
治
会
や
各
町
内
団
体
に

貸
し
出
す
考
え
は
あ
る
か
。

答

大
型
の
リ
モ
コ
ン
式
草
刈

り
機
の
貸
し
出
し
は
、現

時
点
で
考
え
て
い
な
い
が
、

併
せ
て
購
入
す
る
小
型
の

芝
刈
り
機
の
自
治
会
な
ど

へ
の
貸
し
出
し
に
関
し
て

は
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

リモコン式草刈り機
使用想定の多目的広場

令
和
３
年
度
吉
田
町
一般
会
計

補
正
予
算（
第
３
号
）質
疑

国が示す新型コロナウイ
ルス感染症対応地方創生
臨時交付金の使途目的

・感染拡大の防止
・雇用の維持と事業の継続
・経済活動の回復
・強靭な経済活動の構築
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令
和
３
年
第
３
回
吉
田
町
議
会
臨
時
会

 一般会計補正予算（第5号）の主な内容 

款 金額と主な事業
歳入 国庫・県支出金 歳入・歳出ともに 3,189 万円を追加

歳出 総務費
衛生費

・参議院議員選挙費
・新型コロナウイルスワクチン接種体制事業費

 

歳
　
　
出

民
生
費

問

対
象
世
帯
へ
の
給
付
に

関
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
　

ま
た
、
給
付
に
申
請
が

必
要
な
世
帯
へ
の
周
知
は
。

答

申
請
不
要
の
世
帯
に
関
し

て
は
7
月
上
旬
に
案
内
を

始
め
た
い
。受
給
拒
否
受
付

期
間
を
経
て
、同
月
下
旬

に
は
支
給
を
行
い
た
い
。申

請
が
必
要
な
世
帯
に
関
し

て
は
該
当
の
確
認
後
8
月

中
旬
に
支
給
を
行
い
た
い
。

　
　

申
請
に
よ
る
支
給
に
該

当
す
る
世
帯
へ
の
周
知
は

漏
れ
が
な
い
よ
う
、町
HP
や

広
報
紙
面
や
情
報
ア
プ
リ

で
行
い
た
い
。

　
　

ま
た
、申
請
が
少
な
い
場

合
は
来
年
3
月
ま
で
の
給

付
可
能
な
期
間
の
な
か
で

他
の
手
段
も
考
え
た
い
。

問

本
事
業
に
伴
う
シ
ス
テ

ム
改
修
費
用
の
妥
当
性
は

ど
う
か
。

答

今
回
の
シ
ス
テ
ム
改
修
に

関
し
て
は
現
在
の
委
託
先

に
お
願
い
す
る
し
か
な
い

状
況
で
あ
る
。

　
　

国
か
ら
本
事
業
に
関
す

る
自
治
体
向
け
の
仕
様
通

知
が
あ
り
、国
や
県
の
審

査
な
ど
が
行
わ
れ
た
上
で

補
助
金
の
内
示
が
あ
っ
た

の
で
、金
額
の
妥
当
性
は
問

題
な
い
も
の
と
考
え
る
。

吉
田
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

吉
田
町
介
護
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

令
和
３
年

防
潮
堤
側
道
整
備
工
事

請
負
契
約
の
締
結

質
疑
な
し
可
決

吉
田
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
の
委
員
の
選
任�

�

村
松
晴
雄
氏

同
意

　
参
議
院
議
員
選
挙
に
関

す
る
選
挙
費
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
に
関
わ
る
医

療
・
受
付
・
会
場
設
営
撤

去
の
人
件
費
、
消
耗
品
、

運
搬
費
用
な
ど
。

吉
田
町
手
数
料
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

質
疑
な
し
可
決

今回の子育て世帯生活支援
特別給付金の概要

・主な対象者：①②の両方に当て
はまる方（ひとり親世帯分の給付金
を受け取った方を除く）

①　３年３月３１日時点で、１８歳
未満（障害児の場合２０歳未満）
の児童を養育する父母など
②　３年度の住民税均等割が非課税
である方または３年１月１日以降
の収入が急変し、住民税非課税相
当の収入となった方

・給付額：児童 1人当たり
	 一律 5万円
（費用は全額国庫補助）

防潮堤側道整備予定地（川尻地内）

 一般会計補正予算（第4号）の主な内容 

款 金額と主な事業
歳入 国庫支出金 歳入・歳出ともに 2,920 万円を追加

歳出 民生費 ・児童福祉費　子育て世帯生活支援特別
給付金事業費

今
回
の
補
正
予
算
の
概
要

　
第
３
回
臨
時
会
が
７
月
５
日
の
１
日
の
会
期

で
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
１
件
、
条
例
の
一
部

改
正
１
件
の
計
２
議
案
を
審
議
し
、
可
決
し
た
。

令
和
３
年
度
吉
田
町
一般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）質
疑
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大
規
模
自
然
災
害
に
よ
り
庁
舎
が
停
電
に
陥
っ
た
場
合
、
災
害
対

策
本
部
機
能
な
ど
の
業
務
継
続
性
が
危
ぶ
ま
れ
る
が
、
そ
の
対
応
は
。

　

ま
た
、
防
災
・
減
災
を
目
的
と
し
た
よ
し
ポ
ケ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ア
プ
リ

や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
活
用
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

災
害
時
の
業
務
継
続
へ
の
備
え
は

答
answer

非
常
時
の
業
務
執
行
体
制
を
整
え
て
い
る

中 田 博 之 議
員

問

庁
舎
の
非
常
用
電
源

の
稼
働
時
間
は
32
時
間

だ
が
、
そ
れ
を
超
え
た

時
の
対
応
は
。

答

静
岡
県
石
油
業
協
同

組
合
榛
原
支
部
と
の
協

定
に
よ
り
、
非
常
時
に

優
先
的
に
燃
料
調
達
す

る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
32
時
間
以
降
も
継

続
し
て
非
常
用
電
源
を

稼
働
さ
せ
、
庁
舎
の
電

源
を
確
保
す
る
。

問

そ
う
し
た
中
で
非
常

用
電
源
の
確
保
と
し

て
、
公
用
車
を
電
気
自

動
車
に
変
え
て
い
く
こ

と
や
、
庁
舎
に
太
陽
光

発
電
設
備
を
設
け
る
計

画
は
あ
る
か
。

答

現
在
、
非
常
用
電
源

の
確
保
を
目
的
と
し
た

計
画
は
な
い
が
、
環
境

に
配
慮
し
た
取
り
組
み

の
一
環
と
し
て
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

問

よ
し
ポ
ケ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

ア
プ
リ
内
の
防
災
・
防

犯
情
報
に
災
害
時
対
応

に
係
る
情
報
を
常
時
掲

載
・
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
す
る
考
え
は
。

答

情
報
量
の
多
い
案
内

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
い
た
だ
く
。

　
　

な
お
、
よ
し
ポ
ケ
Ｎ

Ｅ
Ｗ
Ｓ
ア
プ
リ
は
、
本

年
度
末
で
サ
ー
ビ
ス
の

終
了
を
予
定
し
て
い
る
。

問

災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
リ
ス
ク
回
避
に
、
在

宅
避
難
や
分
散
避
難
が

考
え
ら
れ
る
。

　
　

町
か
ら
の
連
絡
が
相

互
に
行
え
る
よ
う
、

グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
の

ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
を
、

よ
し
ポ
ケ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
ア

プ
リ
や
町
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
使
用
す
る
こ
と
で
、

住
民
が
求
め
る
支
援
が

迅
速
に
行
え
る
と
考
え

る
が
町
の
考
え
は
。

答

情
報
収
集
の
手
段
の

一
つ
と
し
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
機
能
は
考
え
ら

れ
る
。
災
害
時
に
お
け

る
実
用
性
も
含
め
検
討

し
て
い
く
。

問

防
災
・
減
災
と
し
て

町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活

用
す
る
考
え
は
。

答

本
年
８
月
の
運
用
開

始
を
目
途
に
開
設
準
備

を
進
め
て
い
る
。
開
始

後
は
、
町
か
ら
防
災
情

報
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
情
報
を
届
け
て

い
く
。
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問

町
下
水
道
の
管
渠
工

事
（
面
整
備
）
を
８
年

度
ま
で
続
け
る
理
由
は
。

答

920 

ha
か
ら

379 

ha
に
縮

小
し
た
下
水
道
の
全
体

計
画
区
域
の
未
整
備
区

域
の
大
半
は
浜
田
土
地

区
画
整
理
事
業
区
域

内
。
整
理
事
業
と
の
調

整
で
、
整
備
費
を
抑
制

し
や
す
い
こ
と
か
ら
。

問

計
画
で
は
２
年
度
か

ら
年
7.7 

ha
で
進
め
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
初
年
度
は
4.2 

ha
。

８
年
度
ま
で
に
計
画
は

達
成
で
き
る
の
か
。

答

予
定
の
地
域
は
低
価

格
で
や
れ
る
の
で
８
年

度
概
成
に
向
け
て
現
予

算
で
進
め
る
。

問

計
画
区
域
内
で
下
水

道
を
望
ん
で
い
る
人
が

ど
の
位
居
る
か
の
調
査

を
行
っ
て
い
る
か
。

答

実
施
し
て
い
な
い
。

問

面
整
備
し
て
も
、
合

併
浄
化
槽
設
置
済
み
や

下
水
道
を
望
ま
な
い
方

が
多
け
れ
ば
、
下
水
道

に
接
続
し
て
も
ら
え
ず
、

結
果
的
に
税
金
の
無
駄

遣
い
に
な
ら
な
い
か
。

答

町
は
法
律
に
基
づ
き

実
施
し
て
い
る
の
で
問

題
は
な
い
。

問

浄
化
槽
設
置
費
補
助

金
交
付
要
綱
に
は
、
補

助
金
は
基
本
計
画
区
域

外
が
対
象
で
あ
る
が
、

他
に
計
画
区
域
内
の
う

ち
、
町
長
が
特
に
必
要

と
認
め
る
地
域
は
対
象

と
の
記
載
が
あ
る
。
こ

れ
を
計
画
区
域
内
で
未

整
備
地
域
の
お
宅
に
適

用
で
き
な
い
か
。

答

そ
の
よ
う
な
地
域
が

出
な
い
よ
う
努
め
る
。

　

町
は
令
和
２
年
度
末
に
下
水
道
に
関
す
る
汚
水
処
理
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ

び
経
営
戦
略
を
策
定
し
、
管
渠
工
事
は
８
年
度
完
了
、
使
用
料
改
定

を
６
年
と
11
年
に
行
う
こ
と
を
表
明
し
た
。
そ
こ
で
質
問
し
た
が
、
す

れ
違
い
問
答
で
時
間
を
費
や
し
た
た
め
、
次
回
も
質
問
す
る
。

問
question

面
整
備
は
年
度
と
面
積
ど
ち
ら
優
先
か

答
answer

令
和
８
年
度
完
成
に
向
け
て
整
備
す
る

平 野　 積 議
員

◎　補助金限度額（合併浄化槽設置工事に関して）
１　公共下水道事業計画区域外
　⑴　建物の新築に伴う場合又はくみ取り便所から合併浄化槽へ付け替える場合

人槽区分 本体工事費
５人槽 332,000円

　⑵　建築確認を伴わず、単独浄化槽から合併浄化槽へ付け替える場合
人槽区分 本体工事費 宅内配管工事費 撤去工事費
５人槽 332,000円 300,000円 90,000円

　⑶　建築確認を伴い、単独浄化槽から合併浄化槽へ付け替える場合
人槽区分 本体工事費 撤去工事費
５人槽 332,000円 90,000円

２　公共下水道事業計画区域内
人槽区分 本体工事費
５人槽 177,000円

（スペースの関係上５人槽のみ掲載、７人槽、１０人槽は町HPで確認ください。）
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問

町
民
サ
ー
ビ
ス
、
特

に
情
報
公
開
、
情
報
提

供
に
関
す
る
デ
ジ
タ
ル

化
の
取
り
組
み
は
。

答

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

よ
し
ポ
ケ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
を

中
心
に
情
報
発
信
し
て

い
る
。

　
　

本
年
度
か
ら
吉
田
町

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
に
よ
る
情
報
更
新

の
お
知
ら
せ
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
組
み
合
わ
せ

速
や
か
に
情
報
を
取
得

で
き
る
よ
う
に
運
用
し

て
い
く
。

問

申
請
書
類
の
電
子
化

の
推
進
は
。

答

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
シ
ス
テ
ム

「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」

に
順
次
参
加
し
て
い
く
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
状
況
と
推
進

策
は
。

答

５
月
31
日
現
在
の
累

計
申
請
件
数
１
万

672

件
、
交
付
済
み
件
数
は

８
千
43
枚
で
、
人
口
に

対
す
る
交
付
率
は
27
・

17
％
で
あ
る
。

　
　

取
得
推
進
の
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
補

助
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
を
導
入
し
、
顔
写
真

撮
影
か
ら
申
請
完
了
ま

で
支
援
を
行
う
。

問

庁
舎
内
１
階
な
ど
で

町
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

Wi-

Fi
利
用
が
で
き
な

い
か
。

答

需
要
や
費
用
対
効
果

を
考
え
検
討
し
て
い
く
。

問

当
町
に
お
け
る
自
治

体
Ｄ
Ｘ
の
方
針
は
。

答

町
の
財
政
負
担
を
最

小
限
に
抑
え
、
町
民
の

利
便
性
向
上
、
事
務
の

効
率
化
と
い
う
観
点
か

ら
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め

て
い
く
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
急
激
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
こ
り
、
民

間
企
業
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
推
進
は
急
速
に
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
開
発
、
官
民
連
携
の
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。

　

国
の
方
針
に
も
示
さ
れ
る
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

電
子
申
請
の
推
進
は

答
answer

国
な
ど
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
参
加

増 田 剛 士 議
員

マイナンバーカード（見本）

自治体DX
「DX」とは　デジタル・トランスフォーメーションの略。
「データとデジタル技術の活用により、人々の生活をあらゆる面でより良い
方向に変革すること。」とされており、国が「自治体DX」として推進している。
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問

浜
田
土
地
区
画
整
理

地
内
の
下
水
道
計
画
に

は
、
富
士
見
区
画
整
理

地
内
の
実
績
と
評
価
が

指
針
と
な
る
。
富
士
見

区
画
整
理
地
内
の
土
地

の
区
画
数
は
。

答

84
区
画
で
あ
る
。

問

そ
の
う
ち
、
何
棟
建

物
が
建
っ
て
い
る
か
。

答

44
棟
建
っ
て
い
る
。

問

残
り
の
40
区
画
は
利

用
し
て
い
な
い
の
か
。

答

駐
車
場
や
資
材
置
き

場
と
し
て
利
用
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

問

駐
車
場
や
資
材
置
場

に
は
下
水
道
の
必
要
が

な
い
と
思
う
が
。

答

下
水
道
事
業
区
域
内

は
下
水
道
で
整
備
す
る
。

問

税
の
使
用
は
町
民
の

立
場
に
立
っ
て
考
え
る

べ
き
と
思
う
が
。

答

平
成
26
年
１
月
の
国
交

省
・
農
水
省
・
環
境
省

の
合
同
で
作
成
し
た
、

持
続
的
な
汚
水
処
理
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け

た
都
道
府
県
構
想
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
た
や

り
方
で
整
備
し
て
い
る
。

問

川
尻
南
部
汚
水
幹
線

工
事
の
管
工
事
費
は
、

２
億
５
千
９
百
万
円

で
、
国
の
補
助
金
は

９
千
２
百
万
円
。
浄
化

槽
へ
の
町
の
補
助
金
は
、

１
基
当
た
り
５
人
槽
約

18
万
円
、７
人
槽
約
22
万

円
、
差
は
歴
然
で
あ
る
。

　
　

下
水
道
事
業
計
画
で

は
考
慮
し
た
の
か
。

答

下
水
道
と
浄
化
槽
の
比

較
検
討
は
行
っ
て
い
な

い
。

問

住
吉
小
と
中
央
小
の

児
童
数
は
大
き
く
減

り
、
自
彊
小
の
児
童
数

は
増
加
し
て
い
る
。

（
別
表
１
）
今
後
も
、

住
吉
・
川
尻
地
区
の
減

少
お
よ
び
北
区
の
増
加

と
い
っ
た
沿
岸
部
か
ら

内
陸
へ
の
人
口
移
動
は

加
速
す
る
と
考
え
る
。

常
に
情
勢
に
沿
っ
た
対

応
が
必
要
と
思
う
が
。

答

そ
の
時
々
の
情
勢
を

踏
ま
え
て
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
沿
っ
て
判
断
し
て

い
く
。

問

８
年
度
ま
で
の
計
画

の
見
直
し
を
し
て
も
ら

い
た
い
。
計
画
変
更
を

今
す
ぐ
に
で
き
な
い
か
。

答

経
営
戦
略
の
中
、
こ

の
下
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
８
年
度
ま
で
と
い

う
計
画
を
立
て
て
や
っ

て
い
る
。

　

浜
田
土
地
区
画
整
理
事
業
内
の
排
水
処
理
、
な
ぜ
下
水
道
な
の
か
。

富
士
見
区
画
整
理
事
業
の
下
水
道
の
実
績
と
評
価
の
検
証
。
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
安
全
対
策
へ
の
変
化
、
浄
化
槽
の
汚
水
処
理
技
術
の
進

化
、
下
水
道
と
浄
化
槽
と
の
設
置
費
用
の
差
な
ど
を
質
問
し
た
。

問
question

浜
田
区
画
整
理
地
区
、
な
ぜ
下
水
道
か

答
answer

平
成
27
年
度
の
構
想
に
基
づ
い
て
い
る

山 内　 均 議
員

別表１　　吉田町の小学校・児童数　（人）
平成２２年５月
東日本大震災前 令和２年５月 推　移

自彊小学校 ３４７ ４４６ ↗　　９９
中央小学校 ８４９ ６５３ ↘　１９６
住吉小学校 ６６０ ４６１ ↘　１９９
計 １，８５６ １，５６０ ↘　２９６

吉田町教育委員会から聴取
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問

一
人
一
台
環
境
整
備

済
の
PC
端
末
を
利
用
し

た
学
習
に
つ
い
て
本
年

度
や
来
年
度
、
ど
こ
ま

で
の
活
用
を
期
待
す
る

の
か
。
指
針
な
ど
は
決

め
て
い
る
の
か
。

答

ま
ず
は
本
年
度
、「
使

う
こ
と
に
慣
れ
る
」
こ

と
に
主
眼
を
置
き
、
毎

日
端
末
を
使
う
こ
と
で

抵
抗
な
く
利
用
で
き
、

今
後
の
活
用
の
幅
を
広

げ
る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　

来
年
度
は
目
標
に
応

じ
て
効
果
的
に
授
業
で

活
用
し
、
学
力
の
向
上
へ

の
寄
与
を
期
待
し
た
い
。

　
　

指
針
に
つ
い
て
は
、

本
年
2
月
に
「
吉
田
町

Ⅰ
Ｃ
Ｔ
活
用
計
画
」
を

策
定
し
、
各
小
中
学
校

に
配
付
、
教
職
員
と
共

有
し
て
い
る
。

問

小
学
校
教
科
担
任
制

導
入
に
お
け
る
当
町
の

現
状
や
課
題
は
。

答

現
状
は
学
級
担
任
制

を
基
本
と
し
な
が
ら

も
、
技
能
教
科
を
中
心

に
教
科
担
任
制
を
可
能

な
限
り
実
施
し
て
お

り
、
今
年
度
は
さ
ら
に

取
り
組
み
を
拡
大
し
て

い
る
。

　
　

今
後
の
課
題
と
し
て

は
、
対
象
と
す
る
教
科

の
選
定
や
時
間
割
作
成

の
困
難
性
、
教
師
の
専

門
性
の
向
上
が
必
要
な

こ
と
、
学
級
担
任
に
よ

る
児
童
理
解
の
機
会
の

減
少
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
が
、
こ
う
し
た
課
題

を
踏
ま
え
、
学
校
規
模

に
応
じ
複
数
の
学
級
を

一
人
の
教
員
が
指
導
す

る
体
制
を
学
校
と
協
議

の
上
、
推
進
し
た
い
。

　

地
域
の
小
中
学
校
教
育
の
変
化
を
求
め
ら
れ
る
部
分
、
Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
き
配
備
完
了
さ
れ
た
PC
の
利
活
用
の
内
容
や
、

来
年
度
か
ら
本
格
的
な
導
入
指
針
の
あ
る
小
学
校
高
学
年
教
科
担
任

制
、
当
町
の
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

問
question

本
年
度
小
中
学
校
PC
の
活
用
内
容
は

答
answer

ま
ず
は
操
作
に
慣
れ
る
こ
と
に
主
眼

盛　純一郎 議
員

一人一台整備により実現できる学習　※文部科学省資料を参照し作成

「一人一台端末」ではない環境 ⇒ 「一人一台端末」の環境　　

・一斉学習において、教師が大
型提示装置等を用いて、指導
はできている。

学
び
の
深
化

・教師は授業中でも一人一人の反応を把握できる。
（子供たち一人一人の反応を踏まえた双方向型
の一斉授業が可能になる。）

・全員が同時に同じ内容を学習
する。（個別学習や一人一人
の理解度に応じた学びは困
難。）　
・協働学習において、意見を発
表する子供が限られる。

学
び
の
転
換

・各人が同時に別々の内容を学習。
・個々人の学習履歴を記録。（一人一人の教育ニー
ズや、学習状況に応じた個別学習が可能。）
・一人一人の考えをお互いにリアルタイムで共有。
・子供同士で双方向の意見交換が可能に。（各自
の考えを即時に共有し、多様な意見にも即時に
触れられる。協働学習の充実。）
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◎所管事務調査とは
　常任委員会には、その委員会の所管に属する事務について、調査することができる権限があ
ります。
　調査を行うかどうかは委員会で決定することができ、行う場合は、併せて「調査事項・目的・
方法・期間」などを決め、議長に通知します。

総務文教常任委員会 産業建設常任委員会

調査事項
　国民健康保険事業について

調査事項
　活力あふれる産業振興のまちづくりに
ついて

調査目的
　町は、総合計画の基本理念における施
策の大綱の一つを「誰もが健康でいきい
きと暮らせるまちづくり」としている。
　国民健康保険事業については、広域化
による体制の強化が行われたが、健全な
事業運営の確保のためには、住民が制度
について正しく理解し、適正な受診と公
平な負担を行うことが必要である。
　そこで、町が行っている国民健康保険
事業の現状と課題について調査・研究する。

調査目的
　第５次吉田町総合計画後期基本計画
（２０２０

△

２０２３）は、第５次吉田町
総合計画において掲げる「人が集い　未
来へはばたく　魅力あふれるまち　吉田
町」を実現するための基本理念に沿って
掲げた施策の大綱について、後半の４年
間の具体的な取組の方向性を示すもので
ある。
　この計画も２年目を迎え、残された期
間において、目指すべき基本構想の将来
都市像により近づけるようにしなければ
ならない。
　そこで、施策の大綱・第３章「活力あ
ふれる産業振興のまちづくり」において、
各分野における「分野の主な目標」の進
捗度や施策の「４年後の姿」の現実味など、
将来都市像の具現化に資するための調査・
研究をする。

常任委員会の所管事務調査事項が決定
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Ｑ．定例会や臨時会で何が行われているの？
Ａ．議会に提出された議案を審議し
� その議案の可否を決定している

　
議
会
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て
も
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
依
然
猛
威
を
振
る
う
中
、
傍
聴

に
も
行
き
に
く
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
定
例
会
や
臨
時
会
で
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
説
明
し
ま
す
。

議
会
の
権
限

１　

議
決
権

　

地
方
公
共
団
体
と
し
て
の
意
思
又

は
議
事
機
関
と
し
て
の
意
思
を
決
定

す
る

２　

調
査
権

　

世
論
の
焦
点
と
な
っ
て
い
る
事
柄

の
調
査
（
政
治
調
査
）、
現
に
議
題

と
な
っ
て
い
る
又
は
将
来
議
題
と
な

る
で
あ
ろ
う
基
礎
的
事
項
の
調
査

（
議
案
調
査
）、
重
要
な
事
務
の
執
行

状
況
の
調
査
（
事
務
調
査
）

３　

検
査
権

　

書
類
の
検
閲
や
報
告
を
請
求
す
る

４　

監
査
請
求
権

　

監
査
委
員
に
対
し
監
査
を
求
め
、

そ
の
結
果
の
報
告
を
求
め
る

５　

意
見
書
の
提
出
権

６　

選
挙
権

　

正
副
議
長
や
選
挙
管
理
委
員
等
を

選
挙
す
る

７　

請
願
の
受
理

８　

報
告
の
受
理

９　

議
員
に
対
す
る
懲
罰

10　

会
議
規
則
の
制
定

議
員
の
権
限

・
地
方
自
治
法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
権
限

１　

臨
時
会
の
招
集
請
求

２　

議
案
の
提
出
権

３　

選
挙
ま
た
は
表
決
に
加
わ
る
権
利

４　

常
任
委
員
と
な
る
権
利

５　

開
議
請
求
権

６　

会
議
を
閉
じ
又
は
中
止
す
る
こ
と

に
対
す
る
異
議
申
し
立
て

７　

秘
密
会
の
発
議

８　

修
正
動
議
の
発
議

 

な
ど

・
会
議
規
則
上
認
め
ら
れ
て
い
る
権
限

１　

議
長
が
行
う
会
議
時
間
の
変
更
に

対
す
る
異
議
申
し
立
て

２　

動
議
の
提
出

３　

議
事
日
程
の
変
更
又
は
追
加
の
動

議
の
提
出

４　

延
会
の
動
議
の
提
出

５　

質
疑

６　

討
論

７　

一
般
質
問

８　

投
票
に
よ
る
表
決
の
要
求

 

な
ど

　左ページの表や下の表にあるとおり、会期中にはさまざまなことが行われ
ており、また議会の権限は多く存在しますが、そのなかでも一番の主なところ
は、議案審議であり議決権の行使です。
　議案には予算、条例の制定や改正、契約など、町民の生活に関わる大事なも
のが多く存在します。
　議案のほとんどは、執行機関である町が作成し議長へ提出します。議長は
定例会や臨時会でその議案を上程し、議会におい
て、議案の内容が問題ないか、修正すべき点がない
かなどをチェックし、その可否などを決定します。
　町は、議会が可という決定を下したうえで業務を
執行するので、議会から町民の皆さまによくお伝え
する「町民福祉の向上に寄与する」ための最も重要
なことのひとつは、この議案審議なのです。
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議会定例会中に行われる主な事柄
①　議案審議
下記に記載のとおり、議案の審議にはいくつかの工程があり、それらを踏んだのちその議案の可否
（表決）を行います。

　　
②　委員会の活動
常任委員会では主に所管事務の調査、議会運営委員会では定例会の運営や議会の取り決めなどにつ
いて議論をしています。　　

　　　　　
③　一般質問
議員が行政全般にわたり、町に対し事務の執行状況や将来に対する方針などについて、所信を質し、
あるいは説明や報告を求めるもの。

　
④　議長報告
閉会中（定例会の間の期間）にあった議長の公務などの報告

⑤　行政報告
町で行われている（行われた）事業や行事などの報告

吉田町議会における議案審議の大まかな流れ
・　議案配布日～	 議案の内容確認における質問事項の通告

・　初　　日　　本　会　議　議案の上程・当局の議案説明
　　　⬇
・　初日以降　　全員協議会　議案の内容確認・論点整理
　　　⬇
　　　　　　　　本　会　議　質疑（予算関係議案）
　　　　　
・　最　終　日　　本　会　議　討論・表決（予算関係議案）
	 質疑・討論・表決（予算関係以外の議案）

　※　基本的に議案は最終日に表決を行いますが、事情により最終日前に表決を行うこともあります。

参考：令和３年第１回定例会（３月）時の議案書と参考資料

　会議中は、写真に
掲載されている議案
書や参考資料などを
基に議案審議を行い
ます。
　３月の議会では、
当初予算の議案が
あったこともあり、
議案書とは別に３３
種類の資料がありま
した。
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令
和
２
年
第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
、
賑
わ
い
の
創
出
と

災
害
時
の
活
用
の
両
面
の
役
割
を
担
う
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス

購
入
を
含
む
補
正
予
算
を
可
決
し
た
。

　
そ
の
ト
レ
ー
ラ
ー
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
「
小
山
城
前
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」
が
、
５
月
８
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
新
た
な
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
町
民
に
ど
の

よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

の
江
原
駿
介
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
。（
取
材
日
６
月
24
日
）

　地域おこし協力隊の江原さん
は、愛知県出身。町の賑わい拠
点づくりに向けて、アンテナ
ショップを運営。
　オンラインで県外の移住・定
住希望者の相談も行っている。

Ｑ
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
の

来
客
数
は
？

Ａ
８
０
０
人
以
上
。
オ
ー

プ
ン
し
た
月
は
２
回

イ
ベ
ン
ト
も
行
い
、

５
０
０
人
以
上
の
来
客

が
あ
っ
た
。

Ｑ
「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」

の
出
店
事
業
者
数
は
？

Ａ
オ
ー
プ
ン
時
は
３
事
業

者
だ
っ
た
が
、
「
広
報
よ

し
だ
」
の
記
事
を
見
た
事

業
者
か
ら
出
店
希
望
が

あ
り
、
予
定
し
て
い
た
４

事
業
者
と
な
っ
た
。

Ｑ
出
店
し
て
い
る
事
業
者

の
反
応
は
？

Ａ
「
出
店
し
て
良
か
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
、
取

引
が
縮
小
さ
れ
、
新
た

な
事
業
展
開
を
考
え
、

始
め
る
場
所
を
探
し
て

い
た
。
」
と
伺
っ
て
い

る
。

Ｑ
出
店
期
間
は
決
ま
っ
て

い
る
の
か
？

Ａ
年
度
ご
と
の
契
約
と
な

る
。

Ｑ
ど
ん
な
客
層
に
利
用
さ

れ
て
い
る
の
か
？

Ａ
主
に
20
代
か
ら
50
代
の

女
性
。
子
育
て
世
代
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
に
も
利
用

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

Ｑ
「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
」
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
の
取
り
組
み
は
？

Ａ
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
、

営
業
日
や
商
品
を
入
れ

替
え
た
日
な
ど
を
あ
げ

て
周
知
し
て
い
る
。

Ｑ
「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
」

の
今
後
の
展
望
は
？

Ａ
「
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ

プ
」
を
中
心
に
、
「
し

ら
す
の
ま
ど
ぐ
ち
」
と

も
連
携
し
、
小
規
模
イ

ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
開

催
し
て
、
賑
わ
い
溢
れ

る
場
所
と
し
た
い
。

新たな賑わい拠点「小山城前アンテナショップ」

～議決した予算のその後：どのように反映されたのか～

販路拡大のため出店しました

新しい出店者が入りました

広場に隣接しているので良く利用します

令和２年第４回定例会（12月） 一般会計補正予算（第９号）：シティプロモーション事業費

14よしだ議会だより 第102号



所 管 事 務 調 査 の その後
総務文教常任委員会（平成２９年度）～地域包括ケアシステムについて～

～
「
通
い
の
場
」一
覧
～

　平成２９年度に、総務文教常任委員会の所管事務調査「地域包括ケアシステムについて」で調査した当時、
「通いの場」（仲間と楽しんで、リフレッシュできる場）は１５カ所でしたが、現在は１９カ所に増えていまし
た（５増１減）。� ※緑色は調査以降に増えたところ

　レクリエーションやイベントなど、どの団体も様々な活動をされています。詳細は「地域の支え合い活動応
援ブック（福祉課発行）」に記載されていますので、興味のある方は是非一度ご覧ください。

Play　Ba
ck ！

住
吉
地
区

①
い
き
い
き
サ
ロ
ン
ひ
が
し
は
ま

②
憩
い
の
広
場　
は
ま
っ
こ
の
家

③
喫
茶
杉
の
こ

④
新
田
り
ん
ど
う
の
会

⑤
西
浜
つ
く
し
の
会

川
尻
地
区

⑥
い
き
い
き
サ
ロ
ン　
か
わ
し
り

⑦
ど
ん
ぐ
り
体
操

⑧
ミ
ニ
サ
ロ
ン　
フ
レ
ッ
シ
ュ

片
岡
地
区

⑨
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
・
カ
フ
ェ

⑩
か
た
お
か　
な
ご
や
か
ク
ラ
ブ

⑪
手
芸
を
た
の
し
む
サ
ロ
ン

⑫
ふ
れ
あ
い
の
場　
野
い
ち
ご

⑬
め
だ
か
の
学
校

⑭
遊
学
く
ら
ぶ

⑮
笑
い
ヨ
ガ
は
っ
ぴ
ー
ぷ
ぺ
ぽ
の
会

神
戸
・
大
幡
地
区

⑯
北
区
茶
の
実
会

⑰
そ
ら
ベ
ジ
／
あ
お
ぞ
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト

⑱
千
草
会

⑲
み
ん
な
の
居
場
所　
ふ
つ
か
会

3年度の議会改革の目標が決定！
目標達成に向け努力していきます！

目　標 取　組　目　標

町民意見の反映 ・町民意見の新たな聴取方法を検討し、実行する。
・町民意見の共有化と議員間の議論により、町の課題を明確にする。

議案審議の充実 ・新たな議案審議方法を検討し、実行する。
・議案質疑を活発に行い、町政チェック機能の充実を図る。

議会基本条例の検証 ・議会基本条例の精査を行う。
※　議員の協議により議会としての評価を決定し、公表します。
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まちの話題

あ
と

き
が

　

夏
、真
っ
盛
り
。本
号
を
町

民
の
皆
さ
ん
が
手
に
取
っ
て

い
た
だ
く
こ
ろ
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
閉
会
し
、パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
会
直
前
の
時
期

か
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
、感
染
防
止
対
策
が

徹
底
さ
れ
、無
事
行
わ
れ
た

こ
と
を
７
月
初
旬
の
あ
と
が

き
執
筆
時
点
で
切
に
願
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、ワ
ク
チ
ン
接
種
の

継
続
や
国
政
選
挙
の
実
施
な

ど
、こ
の
後
も
大
き
な
関
心

事
が
続
い
て
い
き
ま
す
の
で
、

行
政
な
ど
の
情
報
に
常
に
ア

ン
テ
ナ
を
張
っ
て
接
し
て
い

た
だ
き
た
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。

�

（
Ｍ
・Ｊ
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

中
田　

博
之

副
委
員
長　

楠
元
由
美
子

委　

員　

福
世　

義
己

　
　
　
　
　

盛　

純
一
郎

　
　
　
　
　

山
口　

一
博

　
　
　
　
　

大
石　
　

巌

議会フェイスブックから情報を発信中。

https://www.facebook.com/yoshidachougikaiict
議会活動の様子をご覧いただき、ご意見をお寄せください。

こちらからどうぞ

（QRコード）

第３回定例会（９月）のご案内
　令和３年第３回吉田町議会定例会は９月１日（水）から開催予定です。
　傍聴にお越しいただく際は、手指消毒など、新型コロナウイルス感染予防および拡大防止策にご協力下
さいますようお願いいたします。� お問い合わせ　　議会事務局　３３－２１４１

小山城　夜市

第２回吉田町親子Chromebook体験会

片岡神社　茅の輪くぐり

川尻八幡津島神社　浦安の舞

※本紙に記載している数値につきましては、一部千円以下を切り捨てして表記しています。
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